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事

業

よ

す。

人
の
場
合
二
O
万
円
以
内
、ー
法

込
」
ザ
ο

@
保
証
人
一

名
以
上
、
但
し
一
人
の
場
合
五

O
万
円
以
内
、

貸

担
保
を
提
供
さ
れ
る
場
合
ま

一付
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
三
年
以
内

国

民

金

一融

公

庫

の

ご
利

用

を

け

，一

た
は
連
帯
の
場
合
は
必
要
と
一
設
備
資
金
は
五
年
以
内
に
制
限

一

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す。

一
さ
れ
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫
は
銀
行
等
か
ら

一

方
は
早
く
残
高
が
三
割
程
度

一@
担
保

一

O
O
万
円
以
下
の

一
ま
た
金
融
業
や
パ
チ
ン
コ
、
マ

一資
金
の
融
通
を
う
け
る
こ
と
の

一

に
な
る
よ
う
に
臨
時
償
還
を

一

場
合
は
原
則
と
し
て
必
要
と
一
I
ジ
ヤ
ン
等
消
費
的
娯
楽
事
業

一困
難
な
中
小
企
業
者
に
対
し
、

一

し
て
申
込
み
の
時
期
を
短
縮

一

し
ま
せ
ん
。

一
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

一
必
要
な
事
業
資
金
を
融
資
す
る

一

で
き
る
こ
と
。

一な
お
サ
ー
ビ
ス
業
関
係
の
業
種

一詳
細
に
つ
い
て
は
市
商
工
水
産

一
た
め
の
政
府
の
機
関
で
あ
り
ま

一
ι
積
金
、
掛
け
金
等
の
見
返

一例
え
ば
理
髪
庖、

洗
濯
屋
、
旅

一
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

一す
o

一

り
要
求
が
な
い
こ
と
。

一館
、
飲
食
庖
等
に
お
い
て
は
個

一

一
一
、
公
庫
資
金
利
用
の
利
点

二
一、
普
通
貸
付
条
件

寸
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一
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一
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一1
こ
償
還
方
法
が
月
賦
で
あ
る

一
@
貸
付
対
象

要
資
金
を
必

一

P

こ
の
子
た
も
の
親
を

一

一

要
と
す
る
方
c

一

一
1
1
利
子
が
け
歩
一一
銭
六
厘
吋

一
@
貸
付

浪

度

個
人
の
場
合
、

一

探

そ

う

運

動

d

前
途
に
光
明
を
得
ま
し
た
o

一

書
合
に
仮
手
て
あ
る
こ
と
c

一

五
O
引
円
以
内
。
法
人
叉
は

↑

以
上
の
概
況
か
ら
考
え
ま
す
と

一
ι
貸
付
金
百
万
円
未
満
は
原

~

連
帯
の
場
合
、
二

O
O万
円

一昨
年
来
養
護
施
設
な
ど
児
童
福

一
め
、
こ
の
た
び
厚
生
省
児
童
局

開
発
促
進
運
動
も
順
調
に
進
ん

一

則
と
し
て
担
保
物
件
が
不
要

一

以
内

一祉
施
設
υ

収
容
児
童
に
つ
い
て
「

一長
か
ら
自
治
庁
行
政
局
長
を
通

で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

一

で
保
証
人
だ
け
で
よ
い
こ
と
一

-F

一

一

一

一

一
@
貸
付
利
率

年
九
分
六
厘

(
一
こ
の
子
た
ち
の
親
を
探
そ
う
運

一
じ
協
力
方
依
頼
が
あ
り
ま
し
た

;
ま
だ
ま
だ
大
き
な
難
関一

4.

借
受
金
の
七
割
程
度
似
通

一

一

M
4
抗
駅
山
一
一町山
一
M
7め
ば
再
申
込
で
き
る
こ

一
@
引
け

れ

六

日

以
内
(
設一

月
れ
一
一
一
月
日
行
ー
ド

-れ
れ
仁

」

れ

昨

日

目

ま
す

o

F

L

定

期

的
に
資
金
が
必
要
な

備
資
金
の
場
合
は
七
年
以

一
の
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
り
ま

一
れ
た
場
合
は、

該
当
者
が
管
内

内
)

一す。

一
に
あ
る
と
き
は
市
役
所

(
福
祉

一

返
済
方
法
月
賦
そ
の
他
〈

一本
年
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

一
事
務
所
)

ヘ
連
絡
し
、
本
運
動

設
備
資
金
の
場
合
は
一
ヶ
年

一枚
容
児
童
を
も
れ
な
く
家
庭
に
一
の
目
的
達
成
に一

層
協
力
さ
れ

以
内
の
据
置
が
認
め
ら
れ
ま

一
復
帰
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
た
一
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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月

賦

返

済

で

貯
水
ダ
L、

建
設
も
可
能

片
貝
川
の
奥
地

開
発
は
多
年
の

懸
案
で
あ
り
、

こ
れ
が
実
現
に

市
民
が
一
丸
と

な
り
努
力
し
ま

し
た
甲
斐
が
あ

り
、
国
に
お
い

て
も
そ
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ

さ
き
に
仮
調
印

も
終
り
実
現
の

見
込
み
が
つ
き

ま
じ
た
の
で
そ

の
概
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

季B広市津魚

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

片
貝
川
奥
地
の
荒
療
が
甚
し
い

の
と
河
川
が
急
流
の
た
め、

毎

年
平
均
三
十
万
粒
位
の
土
砂
が

押
し
出
さ
れ
、

河
床
が
年
々
高

く
な
り
、

堤
内
か
ら
二
米
も
高

い
ケ
所
も
あ
り
ま
す
。
経
国
の

落
合
橋
附
近
で
は
、

計
画
洪
水

量
を
八
割
位
よ
り
流
す
こ
と
が

で
き
な
い
危
険
な
状
態
に
な
っ

て
お
り
、

奥
地
の
砂
防
施
設
を

早
く
施
行
方
を
望
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
今
回
の
山
地
買
上
げ
に

よ
っ
て
総
工
費
数
億
円
の
砂
防

事
業
が
、
来
年
度
か
ら
継
続
事

業
と
し
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
初
年
度
に
物
資
の
輸
送

道
路
と
砂
防
工
事
の
一
部
を
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

貯
水
ダ
ム
の

建
設

十
御
来
舘
あ
ム
リ
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た

で

第
五
回
美
術
展
入
賞
者

二

書

道

十

一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
第
五

一
グ

光
画

問
魚
津
市
美
術
展
覧
会
で
次
の
一
ハ会
長
賞
)
洋
闘

と
お
り
入
賞
者
が
き
ま
っ
た
O

P

H
H

書
道

ハ市
長
賞
〉
洋

画

三

村

一

夫

一
グ

光
岡

高
野

春

鴻

石
坂

一
男

諏
訪
部
直
次

遠
藤
佐
智
子

木
下

豊
吉

新

穀

に

感

謝

を

い

(
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
〉

「.

日

頃

の

お

礼

を

」

~
き
ょ
う
は
勤
労
感
謝
の
日
だ
に

お

し
き
せ
を
お
ご
っ
て
山

V

や
る
で
:
・
。

~ 
妥五議ロ
逗孟

~ 

，.， .• 

-
沢
阿
部
木
線

呼
谷
)
道
路
欠

工

事

た

よ

り

一所
復
旧
工
事

(
延
長
九
六
、

O

'
・
・
1

一米、

巾
員
三
、
O
米
、
二
百
七

〈工
事
名、

規
模
、
請
負
金
額

一
十
二
万
円、

伊
藤
甚
二

請
負
者
の
順
ν

一図
二
八
国
災
第
一
九
八
号
奥
平

災
害
土
木
復
書
工
事

一
訳
阿
部
木
線

(呼
谷
六
)
道
路

図
二
七
国
災
第
一
三
四
号
牛
首

一欠
所
復
旧
工
事

延
長
六
八
、

川

(
奥
平
沢〉

堤
防
切
所
復
旧

一
O
米
、
巾
員
三
、
O
米、

百
四

工
事

延
長
二
二
六
、

三
米
、
一
十
二
万
二
千
円
、

黒
瀬
組

六
百
二
十
五
万
円
、

長
田
組

一回
二
八
国
災
第
一
九
七
号
奥
平

八
月
一

三
、
二
三
六
人

一回
二
七
国
災
第
ご
ニ
八
、
一
九

一
沢
阿
部
木
線
〈
呼
谷
五
〉

道
路

九
月

三
、
六
八
八
人

一
二、

二
一四
号
の
合
併
南
叉
線

一欠
所
復
旧
工
事

延
長
一
三
、

十
月
七
、
八
七
八
人

一
会
ア
乙
橋
梁
復
旧
工
事

延

一
O
米
、
巾
員
三、

O
米、

二
十

一長
六
七
五
、

O
米
、
巾
員
三
、六

二

万
円
、
沢
崎
喜
以
知

と
な
っ
て
お
り
、
幼
児
等
の
入

一

一

¥乙

一米
、
沼
五
十
七
万
八
千
円、

岩

一

た
足
一
復
興
区
画
整
理
事
業
街

場
を
合
せ
る
と
約
十
万
余
j

t
一崎
岩
蛸

一

路
築
造
工
事

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一回
二
八
国
災
第
一
九
四
号
奥
平

一図
補
助
街
路
一
号
線
築
造
工
事

加
積

y
ン

ゴ

組
令

で
均
等
に
吹
き
つ
け
る
よ
う
に
な

一
で
樹
聞
を
走
れ
ば
よ
い
わ
け
で

一
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は

一、
一
分
間
の
吐
出
量
は
最
大
二

ス
ピ
ー
ド
↑
ス
プ
一
一
人
の
運
転
手
で
一
定
の
速
度

一
0
0
立
、
到
達
半
径
は
十

一
米

レ
l
ヤ

購

入

に
及
び
、
こ
れ
を
使

用
す
る
と
三
人
で
一

日
十
五
町
歩
の
防
除

が
で
き
、
人
夫
賃
が

三
十
分
の
一
以
下
に

節
減
で
き
、
し
か
も

薬
液
は
三
分
の
一
で

す
み
、

適
期
防
除
が

可
能
で
あ
る
た
め
、

無
袋
栽
培
に
よ
る
生

産
費
を
下
げ
る
こ
と

も
で
き
、
リ
ン
ゴ
栽

培
に
体
力
を
発
揮
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

(写
真
完
成
し
た
倉

庫
と
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ー
ヤ
〉

月

十

閉

舘

来
春
ま
で
に
施
設
を
整
備

日

修
等
を
行
い
、
四
月
一
日
か

ら
は
面
白
を
一
新
し
て
華
々
し

く
開
舘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。な
お
昭
和
三
十
三
年
度
の
水
族

舘
の
事
業
と
し
て
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
等
を
休
舘
中
に
準
備
し
逐

次
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
、
ポ

γ
プ
室
動
力
機
総
の
取

替
二
、
本
舘
内
に
幼
魚
用
水
槽
新

設
三
、
ホ

タ
ル
イ
カ
舘
を
熱
帯
魚

舘
に
改
造

四
、
水
槽
内
の
装
飾
替

五
、
遊
園
地
海
岸
に
季
節
休
慰

所
新
設

六、
.
児
童
遊
園
綜
具
の
増
設

蹴
完

主

取

醐
春

ト
に

悶
来

{
筋

"
は
リ

配

園
事

ク

板

咽
工

γ
床

一

開
た

コ
と

一

酬
し
筋

組

。
一

湖
工

鉄
枠

た

一

醐
着

在

型

し

一

四
ら
現
の
ま

一

聞
か
、

階

し

一

片
貝
川
奥
地
開
発
の
第

一

歩

で

閏

月

れ

三
手

一

あ
る
治
山
事
業
を
早
く
進

め

る

闇

8
ら
、

着

一

醐

め

り

に

た
め
経
費
や
負
担
等
の
関
市

川

町

事

進

終

組

一
四
月
開
館
以
来
人
気
を
集
め
て

ら
山
地
を
固
有
財
産
と
し

B

欄
工
で
打

屋

一

発
事
業
は
国
が
実
施

す

る

よ

う

問

築

チ

を

小

-
い
ま
し
た
水
族
館
は、

駄
の
旅

要
望
し
、
さ
き
に
片
貝
奥
地
の

一

一
慨
。
錦

馴

一
行
季
節
も
終
り
ま
し
た
の
で
、

南
叉
谷
、
東
叉
谷

一
帯
の
民

有

多

目
的
貯
水
ダ
ム
の
建
設
は
こ

一

開
学

急

階

は

-
十
一
月

十
日
で
閉
舘
し
ま
し

山
地
を
国
へ
売
渡
し
す
る
こ
と
れ
ま
た
市
民
が
多
年
の
要
望
で
一

問
小
し

二
堂

“
た。

を
願
い
で
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
あ
り
ま
す
が
、

土
砂
の
流
出
甚

一

河川

林

対
・
古
川

開

舘
中
皆
さ
ん
の
御
支
援
を
厚

回
一
、
三

O
三
町
歩
の
買
上
げ
し
い
た
め
実
現
が
困
難
視
し
さ

一

臨

む

を

工

ゆ

く

感

謝
致
し
ま
す
o
来
春
ま
で

が
決
定
さ
れ
、

更
に
明
年
度
に
れ
て
い
ま
し
た
が
、

治
山
事
業

一

謂

進

成

体

カ

国

魁

に

舘
内
の
諸
設
備
の
新
設
や
改

お
い
て
八
三

O
町
歩
買
上
げ
さ
完
成
の
腕
は
建
設
可
能
と
な
り

5
・

-

一あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

一

寸

J

火
災
復
興
土
一
し
た
の
で
早
急
に
実
施
し
た
い

融

資

住

宅

の

仮

承

認

を

受

け

た

方

て

、

こ

の

一住
宅
金
融
公
庫
で
は
資
金
操
作

一

一

一

地

区
画
整
理
事
一
と
思
い
ま
す
か
ら
、

潰
地
や
家

臥

引

一

資

金

利

用

の

建

築

予

定

者

は

申

出

て

下

さ

い

一
の
都
合
が
あ
る
た
め
、
今
回
仮

一
主
者
一

業
は
諸
々
進
め
一
屋
移
転
等
に
お
い
て
皆
様
の
御

侶

認

一

|

十

一

月

三

十

日

ま

で

l

一承
認
通
知
の
方
に
つ
い
て
今
後

-
2

一
ら
れ
て
い
ま
す

一協
力
を
お
阪
い
し
ま
す
。

詔

一

τの
融
資
を
利
用
し
建
築
を
希

仁

レ

が
、
本
年
度
に
一
O
魚
津
中
央
線

年
制
一
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
魚
津

一
と
貸
付
契
約
の
手
続
を
し
、

工
一
望
し
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
辞

一

一

一

躍

お
い
て
は
次
の
一巾
員
、

一
六
米
延
長
二

O
四
米

謹
一
市
大
火
の
擢
災
枠
と
し
て
、
住

五

の
工
程
に
応
じ
、

資
金
が
銀

一
退
者
を
確
か
め
る
こ
と
に
な
り

各

造
五
幹
線
道
路
を
一
O
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津
駅
線

昭
第
一
宅
建
設
資
金
借
入
申
込
者
に
対

一
行
よ
り
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
方
は

一

1
イ

施

行

致

し
ま

一

グ

二

系
三
三
一
二
米

一
し
て
、
今
春
以
来
北
陸
銀
行
魚

一
て
お
り
ま
す
o

一北
陸
銀
行
魚
津
支
応
、
住
宅
金

一

勾

引

す

o

こ
の
道
路
一
O
村
木
魚
津
駅
線

一
津
支
庖
を
通
じ
、

資
金
貸
付
仮

一

と
こ
ろ
が
さ
き
に
北
陸
銀
行

一融
公
庫
係
へ
十
一
月
三
十
日
ま

一

pf
に

の

工

事
に
あ
た

一

グ
八
米
グ
一
一
一
一
一

米

一承
認
通
知
を
皆
さ
ん
に
お
渡
し
下

ら
こ
の
貸
付
仮
承
認
通
知
を

一
で
に
そ
の
旨
を
必
ず
申
出
て
下

一
良

泊

り

農
地
が
相
当

一
O
魚
津
駅
電
鉄
魚
津
駅
線

一
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
借
入

一受
け
ら
れ
た
ま
ま
、
い
ろ
い
ろ

一
さ
い
o

~
系

実

つ
ぶ
れ
る
の
で

J
八
米
グ
六
九

O
米

一
金
を
受
け
る
に
は
、
建
築
工
事
五
事
情
で
こ
の
融
資
に
か
か
る

一

な
お
こ

の
申
出
の
な
い
方
は

一
令

一

農
作

物

の

経

一
O
魚
津
駅
新
金
屋
線

巳
前
に
融
資
住
宅
設
計
審
査
申
請

一
設
計
手
続
が
遅
れ
て
い
る
方
が
一
借
入
を
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
し

-
宇

一

を

ま

っ
て
お
り
一

グ

八

米

グ

二

八

O
米

十
一

書
を
市
役
所
へ
提
出
し
、
こ
れ

一相
当
多
い
の
で
、
こ
の
う
ち
に
一
て
扱
か
わ
れ
ま
す
か
ら
念
の
た

一

一

一

ま

し

た

が

、

欣

一

(富
山
県
復
興
・
事
務
所〉

一
が
合
格
し
ま
す
と
、
北
陸
銀
行
一
は
、
融
資
を
辞
退
さ
れ
た
方
も
一
め
申
添
え
ま
す
O

〈建
築

3
・

「

L
誇

も

終
り
ま

一

ま
た
こ
と
し
の
月
別
水
族
舘
の

入
場
者
数
は
、

四
月
一
一
、
二
八
一
人

五
月
二
四
、
四
六

O
人

六
月
一
二
、
八
五

G
人

七

月

五

、

・九
一

O
人

加
積
リ
ソ
ゴ
組
合
で
は
リ

γ

闘
の
経
営
の
合
理
化
に
つ
と
め

て
い
ま
す
が
、

病
虫
害
防
除
等

の
困
難
な
労
作
業
を
改
善
す
る

た
め
、
こ
の
た
び
最
新
式
ス
ピ

ー
ド

ス
プ
レ
ー
ヤ
ハ
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動
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速

度
薬
剤
撒
布
機
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約
三
百
万

円
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入
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ま
し
た
。
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の
ス
プ
レ
ー
ヤ
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薬
剤

タ
ン
ク
と
送
風
機
を
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す
五

O
馬
力
発
動
機
を
備
え
た
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の

を
三
七
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
お
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、
全
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量
は
三
、
四
ト
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で
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薬
剤

を
撒
布
す
る
と
き
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後
部
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吐
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口
か
ら
薬
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西
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司
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塚
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・
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〉
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円
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築
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九
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造

工
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六
五
、
0
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富
越
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図
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十
一
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造
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事

七
二
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、
0
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0
円
、
関
口
組
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H
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三
十
二
号
線
の
二
築
造

工
事
、
三
O
三
、
0
0
0
円、

川
上
建
設

図
H
H

三
十
六
号
線
暗
渠
築
造

工
事
、
六
五
O
、
0
0
0
円、

大
和
組

図
H
H

三
十
三
号
線
の
三
築
造

工
事
、
三
ご
ニ
、

五
0
0円、

旭
興
業
株
式
会
社

図
H
H

三
十
五
号
線
の
三
築
造

工
事
、
四
九
O
、
0
0
0円、

旭
工
業
組

内凶本
江
幹
線

金
屋
町
1
下
タ
町
下
水
道
管
布

設
工
事
(
口
径
三
五
O
粍

t
八

0
0粍
)
一
、
八
九
五
、
六

O

つ
円
、

高
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組



一神
明
町
、

金
屋
町
等
は
勿
論
、
一
す
o

市
内
に
は
約
二
百
余
個
の
一
九
州
災
害
義
援
金

J
j
i
-
-
:
j
j
i
l
-
-
i
j
i
-
-
:
j
j
i
t
-
-ー
は
明
る
く
は
っ
き
り
し
て
お

一

一建
設
工
事
を
や
っ
て
復
興
地
帯

一消
火
栓
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

一

三

O
五
円

住
吉
区
二
第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
は
昭
和
三
十
三
年
十
月
か
ら
富

一
一

り
北
陸
の
気
質
と
ち
が
う
点

一

一
の
消
火
栓
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な

一整
備
に
少
い
消
防
職
員
を
出
す
一
五
、

三
八
O
円

片

貝
虫
区

一
一
山
県
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
、
当
市
に
お
い
て
も
パ

ニ

が
沢
山
あ
り
、
こ
ん
な
点
を

↑
E

輸
送
に
あ
た
っ
て
は
自
動

一も
の
が
な
い
く
ら
い
損
傷
さ
れ
て
」
と
は
、
火
災
で
も
発
生
す
る
一
八
、
五
一

O
円

経

回

配
区

一
一
レ
l
ボ

l
ゆ
、
ラ
グ
ビ
ー
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
二
見
習
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

一

車
は
よ
い
も
の
を
使
っ
て
い

一
て
い
ま
す
o

鉄
蓋
の
な
い
も
の

一
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
心
配一

一、

O
三
O
円

高

町

区

一
一
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
備
え
る
た
め
、

体
協
、
教
育

委

員

二

ね

。

一

ま
し
た
ね
o

魚
津
の
場
合
は

一あ
っ
て
も
壊
れ
て
い
る
も
の
、

一
さ
れ
ま
す
o

各
町
内
に
お
か
れ

一
計
一
五
、
二
二
五
円

一
一

ド

脱

脂

ド

い

時

間

仁

什

問

団

川

市

の

回

二

D

マ

ス
ゲ
ー
ム
は
き
れ
い
で

一

道
路
の
整
備
を
急
ぐ
必
要
が

一甘

い

辻

野

一
日

日

制

約

す

れ

日

一累
計

k
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ふ

誼

園

劃

圏

詔

語

圏

一

一

れ

誤

認

間

一

け

じ

守

れ

れ

川

一え
な
い
も
の
さ
え
あ
り
ま
す
o

一
だ
」
と
い
う

j
の

こ

一

寄

付

十
一

震

直

睡

蓮

細

書

臨

量

一

一

行
け
月
間
も
や
っ
た
そ
う
で

一

か
ら
魚
津
高
校
に
至
る
都
市

川

一
ま
た
蓋
を
開
け
て
見
る
と
、
中

一
わ
れ
た
も
の
で
中
の
い
た
ん

一
二、

五
五
九

円

一

E
I
一ー
;i-F(JEl
一

一

計
画
道
路
が
実
現
し
て
も
ら

川

一
に
土
砂
が
つ
ま
っ
て
い
て
使
用

一
で
い
る
も
の
は
消
防
の
方
で
修

一

富

山
市
北
新
町
三
四

一
一

'

F
陥

悶

際

問

的

問

凶

三

婦
人
会
が
選
手
の
洗
期間
な
ど

一

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
o

川

一
不
能
の
も
の
も
あ

-
o

一
理
し
ま
す
が
、
次
の
事
項
は
各

一

藤

井

健

一
一
一
体
を
視
察
し、

特
に
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
レ
l
競
技
場
等
を
つ
一

一司
会
一
番
大
切
な
こ
と
は
宿

一
司

会

そ

の
他
の
気
づ
か
れ
た

;
l
一

く

一

1

り
ま
す

一

一

一
ぶ
さ
に
参
観
し
ま
し
た
o

そ
し
て
来
る
ベ
き
大
会
に
つ
い
一

一

舎
と
輸
送
の
こ
と
だ
と
思
い

一

川

特
に
「
早
期
通
報
の
徹
底
」

-

(希
望
の
向
は
わ
N
V
本

配

さ
れ
る
の
は
オ
で

あ
り
ま

一毎
日
主
的
職
員
が
出
張
し
て
実
一
町
内
で
や
っ
て
欲
し
い
も
の
で

一
ハ
当
市
内
で
拾
得
に
当
り
寄
付
〉
二

て
万
全
の
対
策
を
ね
る
た
め
に
次
の
よ
う
に
視
察
座
談
会
ご

ま
す
が
こ
の
屯
こ
っ
、

て
ま

一

占
に
つ

い
て
お
話
し
限
L
ま

「
水
利
の
確
保
」
に
運
動
目
標
を

一

部
か
ら
応
援
)

一す
o
冬
に
な
る
と
片
貝
川
の
減

一
地
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
手
入
れ

一
す

。

一

l
i
l
i
l
1
1
1
一
一
を
ひ
ら
き
ま
し
九

三

ど
う
で
す
か

d
J

L

t

一

す
o

お
き
、
お
互
が
火
の
用
心
に
細

一

特
別
防
火
対
象
一
物
の
査

一
水
が
大
き
く
影
響
し
、
火
災
の

一
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
週

一
一
、
消
火
栓
が
常
に
道
路
面
か
一
近
に
は
建
築
資
材
等
の
物
件

一

γ
l
i
l
i
a
-
-
i
l
l
-
-
'
1
1
1
1
2
1
1
i・二
F

魚

津
高
校
の
ラ
グ
ビ

ー
進一

B

浜
松
の
パ

レ
l
コ
l
ト
は

心
の
注
意
を
払
い
、
火
事
の
な

一

察

一
場
合
は
水
道
の
消
火
栓
に
頼
る
一間
位
し
て
行
っ
て
見
る
と
、
そ

一

ら
見
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
一
一
一
一
ぷ
川
悦
ド

側
に
水
や
土

一~白

岡

t
白

一栄
町
二
こ
と
は
余
り
考
え
て
い
な
か

一

手
は
県
営
ア
パ
ー
ト
に
宿
泊

一

観
覧
席
と
コ

l
ト
の
聞
が
せ

い
は
い
析
か
刊
誌
打
ち
建
て

一

肌

れ

持

制

限
施

ト
こ
と
に
な
り
ま
す
o

と
こ
ろ
が

一
の
大
半
は
ま
た
元
通
り
に
使
用

一一一
、
消
火
栓
に
は
容
易
に
ポ
ン
一
砂
が
入
っ
て
い
た
ら
情
掃
し
】
…高

井

弥

吉

守

谷

良

k

一

っ
た
よ
う
で
そ
れ
だ
け
天
候

一

し
た
が
、
こ
れ
は
ま
だ
一
度

一

;
っ
た
が
魚
津
に
つ
く
る

O
期
1
十
一
月
二
十

計

れ

7
消
火
栓
の
整
備

一消
火
栓
の
状
況
は
、
真
成
寺
町
一
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

一

ブ
が
取
付
け
ら
れ
る
よ
う
附

一

て
お
く
o

一
河
崎

直
義
経
沢
藤

一
則

一

に
恵
付
れ
て
い
川
と
忠
日
。
も
使
っ
て

巧

も

ゆ
で
気
持

一

コ
ト
は
も
っ
と
ひ
ろ
げ
ね

院
十
二
月

二

日

ま

で

一

位

道

路

整

備

一
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、
道
路
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一
浜
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熱
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r
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婦
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仇
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な
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す
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用
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畿
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設
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必
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ラ
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一

ミ
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け
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い
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所
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宗
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入
場
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い
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翻
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闇
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国
体
に
利
用
さ
れ
る
施
設

一
期
間
一
五
市
況
日
一
…
本
一
飼犬はできるだけつないで
下
三
三
時
…
仁
一日
現
時
1
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j
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M

M

也
市
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出
盛
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輔
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醤
M
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見
広

ふ
町
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毎
に
懇
談
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開
催

一

半

焼

一
件

↑秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
も
登
録

一

意

一

票
も
な
い
益
支

え

五

ょ

う

御

協
力
の
程
を
お
願
い
一司
会
来
年
は
い
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い
よ
国
体

一

い
な
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o

し
か
し
草

竺
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鴎
鱒
鵬
醜
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騒
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設
は
永
久
的
な
も
の
に
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9.079世帯
2 2人

5人

1 3件

と

き

人口
世帯数
出生
死亡
婚姻

と
こ
ろ
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範
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〉
中
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合
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人

多
数
参
加
下
さ
い
。
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